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西村証券 企業調査情報                2026/06/30 

［金融商品取引業者 近畿財務局長（金商）第26号：加入協会…日本証券業協会］ 

ＴＯＷＡ（コード 6315） 
◆通期業績推移(連結)（27.3予は会社側発表値） 

決算期 売上高 営業利益 1株純利益 1株配 営業CF 投資CF 財務CF 現金及び現金同等物 

24.3 50,471 8,661 85.9 13.3 9,665 ▲2,773 ▲3,524 20,517 

25.3 53,479 8,880 108.3 20.0 10,372 ▲4,758 ▲5,126 20,390 

26.3 54,365 6,917 61.2 20.0 4,120 ▲5,525 6,429 26,381 

27.3予 64,000 10,240 93.3 24.0 － － － － 

◆各決算期の中間期業績推移(連結) （27.3予は会社側発表値） 

決算期 売上高 営業利益 1株純利益 1株配 営業CF 投資CF 財務CF 現金及び現金同等物 

24.3 21,265 2,388 26.1 0.0 5,146 ▲1,879 ▲2,090 18,167 

25.3 27,398 5,261 51.0 0.0 6,617 ▲4,096 ▲2,339 20,294 

26.3 23,449 2,493 24.7 0.0 2,130 ▲2,922 2,829 22,726 

27.3予 32,000 5,120 46.7 0.0 － － － － 

（現金及び現金同等物は各期末値。▲はマイナス。単位は百万円、円） 

26/3 期は 1Q の落ち込みが大きく響き減益、27/3 期は増収増益見通し 

26 年 3 月期は、売上高が前年に比べ 1.7％

増、営業利益が 22.1％減となった。第 1四半期

（25年 4～6月）の業績の落ち込みが大きかっ

たものの、AI・データセンター及びメモリ向け

を中心に第 2 四半期（同年 7～9 月）から需要

が回復。通期の売上高は過去最高に、受注高も

過去 2番目の規模となった。 

キャッシュ・フロー（以下、CF）において、

現金及び現金同等物の当期末残高は 263 億

8,100万円（前年比 29.4％増）となった。営業

活動 CF は税金等調整前当期純利益 70 億 500

万円（37.5％減）、売上債権の増加額 30億 7,000

万円（前年は 28 億 4,400 万円の減少）などか

ら 41 億 2,000 万円の収入（60.3％減）となっ

た。投資活動 CF は有形及び無形固定資産の取

得による支出 40億 6,800万円（19.3％減）、定

期預金の預入及び払戻による差引支出 9億 300

万円（39.2％増）などから 55 億 2,500 万円の

支出（16.1％増）に。財務活動 CF は配当金の

支払額 15億 100万円（50.0％増）、長短借入金

の借入れ・返済による差引収入額 81 億 3,000

万円（前年は長短借入金の返済による支出 39億

6,000 万円）などから 64 億 2,900 万円の収入

（同 51億 2,600万円の支出）となった。 

26/3 期は減益ながら売上高が過去最高に 

 

CF で期末の現金及び同等物残高は増加 
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西村証券 企業調査速報 

本レポートは、会社側が発表した決算短信や決算説明資料などに基づき作成しており、証券投資の

参考となる情報の提供を目的としたもので、証券の売買を勧誘する目的で作成したものではありま

せん。株式の売買取引には、約定代金に対して手数料が必要となります。また、株式は、株価の変

動により損失が生じる恐れがあります。投資に関する最終決定は、投資家ご自身の判断でなさいま

すようお願い致します。本レポートは各種データに基づいて作成していますが、その正確性・完全

性を全面的に保証するものではありませんので、予めご了承下さい。なお、本レポートの著作権は

西村証券に帰属しており、電子的・機械的などの方法を問わず、無断で本レポートを引用または複

製、転送することを禁じます。 

 

当期の増収減益については、顧客による設備

投資様子見の影響により、第 1 四半期に受注高

104億 3,100万円（前年同期比 20.2％減）、売上

高 80 億 8,000 万円（39.0％減）、営業損失 5 億

8,100万円（前年同期は 22億 1,200万円の黒字）

となったのが大きく響いた。 

ただ、メモリや先端パッケージ向け投資の増

加を背景に、第 2四半期からは受注高、売上高、

営業利益とも回復基調となり、第 3 四半期（25

年 10～12 月）には受注高が 196 億 2,000 万円

（64.4％増）と、四半期ベースで 22年 3月期第

2四半期（21年 7～9月。205億 5,700万円）以

来の高水準となった。 

27年 3月期は、高シェアの同社モールディン

グ装置の伸びを背景に、通期で売上高 640億円

（前年比 17.7％増）、営業利益 102 億 4,000 万

円（48.0％増）の見通しで、大幅な増収増益に。

受注高についても 640億円（7.5％増）に拡大し

そうだ。 

主力の半導体製造装置事業において、主な製

品別受注高予想は、半導体製造用等精密金型112

億円（10.8％減）、モールディング装置 347億円

（21.1％増）、新事業 980億円（0.6％減）など。

また、主な製品別売上高予想は、半導体製造用

等精密金型 127 億円（6.0％増）、モールディン

グ装置 321億円（30.6％増）、新事業 97億 7,000

万円（3.1％増）などとなっている。 

同社では、各四半期で受注高 150 億～170 億

円、売上高 160 億円と想定。受注環境として、

AI・データセンター関連投資が引き続きけん引

役となるほか、先端パッケージ向け PLP（パネ

ル・レベル・パッケージ）の量産向け投資の開始

を見込んでいる。 

メモリや先端パッケージ向け投資増を背景に業績回復 

27/3 期は増収増益見通し。受注高も拡大見込み 
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